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第Ⅰ章 水害に強い地域づくり計画策定の必要性

三本柳地区の水害リスク
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水害リスク

平成25年9月の台風18号では、全国で初めての大雨特別警報が発令され、2日間の降雨量は

332mmと昭和28年の多羅尾豪雨に匹敵する大雨となりました。

この大雨により信楽川が溢水し、住宅の浸水や道路の冠水といった被害が生じました。

滋賀県の地先の安全度マップによれば、河川整備の水準を大きく超える200年に1回の頻度で発

生する大雨では、一部の家屋で２階軒下近く（水深４～５m）まで水面が達する可能性があります。

計画策定の必要性

近年、滋賀県を含む全国各地で大雨や
集中豪雨が頻発し、甚大な被害が発生。

三本柳地区では大雨時に浸水のおそれ
がある住宅がある。

河川・砂防事業などハード面の整備を
進めているが、整備に長期間を要し、さ
らに、今後計画規模を超える降雨による
災害が発生する可能性もある。
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第Ⅱ章 避難計画（そなえる対策）

近年、全国各地で大雨や集中豪雨が頻発し、甚大な被害が発生しています。
三本柳地区では、杣川の氾濫により、床上・床下浸水のおそれのある住宅があります。
いつ起こるかわからない水害や土砂災害に備えて、自宅のリスクや避難場所、避難するタイミングをあらかじめ確認しておきましょう。

○避難場所・避難のタイミングを確認
・防災マップで、自宅のリスクを確認し、下の表のあてはまる行に○を付けましょう。
・避難に時間のかかる方（お年寄り等）は、高齢者等避難、それ以外の方は避難指示が発令されたら町内会で決めた避難所へ避難しましょう。
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第Ⅱ章 避難計画（そなえる対策）

○そのほか、こんな避難も検討しましょう

※既に周囲の浸水
が始まっているとき
は、車での避難は
やめましょう!!

『広報誌滋賀プラスワン 令和２年（2020年）７・８
月号』より『広報誌滋賀プラスワン

令和２年（2020年）７・８月号』より

○避難するときに気をつけること～新型コロナウイルス感染症対策～

◆避難時の持ち物

あらかじめ準備している非常持出品に、マスク、体温計、

ビニール袋、アルコール消毒薬、ウエットティッシュなどの

感染症対策用品もそなえておきましょう。

◆避難所で気をつけたいこと

『広報誌滋賀プラスワン 令和２年（2020年）７・８月号』より



浸水警戒区域制度

滋賀県では「地先の安全度マップ」で想定浸水深がおおよそ３ｍ以上となる範囲を浸水警戒
区域として順次指定しています。

指定された区域内で建物の新築・増築・改築をする時には、流域治水条例に基づき、水害時
に逃げ場所のある安全な家であることの確認を受けてから、建築する必要があります。

住まいの安全を確保するためのルール

逃げ場所のある家とするには、以下に示すように盛土を施す、バルコニーを作る、基礎を高くするなど
の方法があります。想定浸水面より下となる部分は、浸水しても耐えられる丈夫さも求められます。

今すぐ行うことは難しいですが、住んでいる家の建替えなどに合わせて、２階床面の高さを「地先の安
全度マップ」の想定水位より高くし、逃げ場所のある家となるようにしていきましょう。

第Ⅲ章 安全な住まい方のルール（とどめる対策）
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水害に強いまちづくり・住まい方の方針

大雨時に遊水地としての機能のある農地は、できるだけ、農地としての土地活用を続けていきましょう。
家を新築する時や建て替える時は、「地先の安全度マップ」を参考に、水害時にも逃げ場所のある家と
なるようにしていきましょう。

滋賀県の「浸水警戒区域制度」「宅地嵩上げ浸水対策促進事業」を活用しましょう。

浸水警戒区域（素案）




